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芦生 演習林に お け る セ ッ ケ イ カ ワ ゲ ラ Eoeapnia　nivalis （UENO ）

特 に積雪期 を中心 に
一

萩　 原 薫

京都大学理学部動物学教室
＊

Kaoru 　HAGIwARA ： On 　the　Biology　of 　a　Stone一且y，
石o α ψ厩α 跏 読 5 （UENo ）

　　　　　（Plecoptera，　Capn 量idae），
　during　the　Sllow　Season　in　Ashu

，

　　　　　　　　　　　　 the　Northern　Suburb　of 　Kyoto

　Synopsis　Growth，　 adult 　 emergence 　 and 　 diurnal　 activi毛y　 of 　Ebcapnia　 nivalis

（U 盍No ）were 　studied 　fronl　October　1973　to　March 　1974　at　Ashu　in　Kyoto　prefec−

ture．　Larvae　mainly 　lived　among 　Ieaves　deposited　in　the　stea皿 and 　grew 　rapid ユy
from　November　to　February

，
　though 　the　water 　temperature　f（）11症om 　7℃ to　3℃

du血 g　this　per呈od ．　 Fina1　instar　larvae　were 　foimd　only 　in　Deeember 　and 　Ja且 uary

and 　adults 　appeared 　from　Decenlber　to　February．　 Adults　 as 　 we 且 as　final　ilstar
larvae　b  ame 　sma11er 　i亘 size 飢 Iater　season ，　suggesting 　that　the　larger　individuals
emerged 　 earlier　 as　 adults 　 than　 the　 smaller 　 ones ，　 Adults　 were 　 active 　 on 　 the

sur ξace 　of 　snow 　during　the　daytime　when 　at   ospher 弖c　temperature　was 　not 　lower
than − 4°C ．

は　 じ　め　に

　セ ヅ ケ イ カ ワ ゲ ラ Eocapnia　niyaiis （USNO）は 夏期 に は高山 の 雪渓上 で ， ま た冬期か ら早春に雪

国の 積雪上 で さか ん に活動 し て い る昆虫 と して 知られ て い る （藤山 ，
1948）．従来 ， 成虫の 形態と

分布 （U 直No
，
1929；KAwal ，1967），雪上 に お け る活動期間 の 報告 （小松 ，

1972）等が断片的 に な さ

れ て い るが ， そ の 幼虫 は 記載され て お らず生活環 に つ い て もまっ た くわ か っ て い な い ，

　 こ こ で は 冬期に お け る セ ッ ケ イ カ ワ ゲ ラ 幼虫 の 成長 と羽化 ， 成虫 の 形態の 季節変化 と雪上 で の 活

動 に つ い て 若干 の 報告を行 う．

　報告す る に あた り， 本研究を進め る機会を与え られ 指導され た ， 京都大学動物学教室の 村上興正

氏，谷田一三 氏を は じめ とす る生態学研究室 の 方 々 ，禎翅国昆虫 の 分類に つ い て御指導下 さ っ た 奈

良女子大学 の 川合禎次教授 ， 並 び に 冬期 入 山に あた っ て多大 の 便宜 を図 っ て 下 さ り， 心 よ く林地 の

一
部 を 使用 さ せ て 下 さ っ た 京都大学芦生演習林の 方 々 に 深 く感謝 の 意を表す る．

調査地域および 方法

　幼虫 の 調査 は，京都府北桑 田郡美山町 ， 京都大学農学部附属芦生演習林内の 二 支流 ， 枕谷 お よび

沢谷に お い て 行 っ た （Fig．1）．こ れ らの 支流 は 由良川源流に あた り，採集地点 の 標高 は 約 65（レ670

m ，勾配約 0．2 度 ， 川幅約 1−2　m ， 水深 は約 5−20　crn で ある．各支流 1−3 地点の河床を大まか に

瀬 と淵とに 区分 し ， それぞれ最低 1箇所 に 25cmx25 　cm の コ ドラ
ー

トを 設置し て そ の ［・1： の 石 や

＊
現 在 の 所属 ： 東 京 都 立 大 学理 学部物理 学教 室．
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Fig，1．　 M 旦p　showing 　the　Iocation　of 　the　stud ヲ area 　at 　the　Ashu 　Experimental　Forest
，

　　Kyoto 　prefecture・　Solid　circle 　shows 　the　location　of 　the　s乱mpling 　sta紅oll　of 　aquatic

　 　 ins  ts．

砂等を深 さ約 5−10　cm ま で 津田 ・大串式 ち り取 り型金網 に 取 り， 中 の 水 生 昆 虫 を 現地 で 手 で 選別

した ．さ らに ，淵，淵尻 等 に 堆積 し た 枯葉を約 工Ocm × 20　cm ，深 さ約 IO　cm ま で （約 200枚以上）
取 っ て 枚数 を 記録 し ， そ の 中の 個体も採集 した．各調査時点毎 に ， 気温，水温 ， 水深等を記録 し

た．標本 は 10％ ホ ル マ リ ン 液 で 固定 して種 の 同 定 を 行い ， セ ッ ケ イ カ ワ ゲ ラ幼虫 に つ い て は ， 各

個体 の 頭幅，体 長 を 測定 し た ．

　成虫の 調査は ， 上記 二 支流附近 の 雷上 に お い て ， 沢沿 い 長さ約 100m 幅約 1i且 以 内 で 発 見 し た

全蠅体 を採集し，こ の 調査を沢か ら の 距離 時刻を 適宜 変 え て反 復 した ，以上 の 他に須後附近 （標

高約 360m ）の 由良川右岸お よ び 内杉谷右岸 に お い て も補足的な調査を行 っ た．各調査時点毎 に 天

候 ， 気温 ， 雪温 ， 水温 ， 日照 の 有無 ， 雪質，積雪量 を記録 し た ，標本は 70 ％ ア ル コ
ー

ル 液 で 固定
を行 い ，セ ッ ケ イ カ ワ ゲ ラ 成虫 に つ い て は，頭幅 ， 前胸幅 ， 体長，触角長 ， 毘毛長 ， 触角節数 ， 尾

毛節数を 測定 した．

調　査　期　間

　幼虫 の 調査 は ， 枕谷 で は ｛973 年 10 月 か ら 1974年 2 月 まで ， 沢谷 で は 1973年 10 月か ら 12
月 まで ， 各月末 に 1 回 2〜5 日行 っ た ． 1974年 1〜2 月に は 沢谷は 雪中 に 埋 没 して お り， 調査 が

不 可能で あっ た。

成虫の 調査 lt・ ・｛：裕 と…硲 で 1973 年 12 月か ら 1974 年 2 月まで ， 各月末をこ 颯 2− 3 日行 っ

　　　　　　　　　　｛
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま
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た，積雷 は ，
12 月に は 約 10〜20　cm ，1〜2 月は 約 2〜3m で あ っ た，まkl974 年 3 月 正〜40 ，

須後附近 （積雪約 董m ）に お い て も調査 を 行 っ た ，

　　　　　　　　　　　　　枕谷 ・沢谷 にお ける積翅 目昆 虫相

　採集され た 禎翅 目昆虫 の 内種名が 同定された の は ， 幼虫で は 3 科 6 種で あ り，成虫 で ぱ セ ッ ケ

イ カ ワ ゲ ラ 五〇〇α卿 σ 脚 α’∫5 （USNO）の み で あ っ た 〔Table　I）．セ ヅ ケ イ カ ワ ゲ ラ 幼虫は従来本邦未

記載 で あ っ た が，枕谷と沢谷の 双方 で 多数採集 され ， 成 虫は 12 月か ら 3 月 に か け て枕 谷 で 採 集 さ

れ た （Fig．2）．　 Amphinetnura　sp ．と 1＞emOttra 　sp．の 成虫 は 12 月 宋に 採集 され た だ け で 以後確認

され な か っ た．

　セ
ヅ ケ イ カ ワ ゲ ラ の 成虫 に つ い て は 京都府に お い て も竹野郡 上宇川材の 宇川河岸で 1 月に 採集さ

れ た と の 報告があ る が （川合，1956）， 幼虫 と共に 確認 され た の は 今回 が 初 め て で ある．

Table　l．　 Total　 number 　 of 　stone 且les（Plecoptera）coilected 　at　 Makura −dani　 and

　　Sawa−dani　in出 e　Ashu　Experimental　Forest，　Kyoto 　prefecture．　（October ，1973

　　− March
，
ユ974）

　 Makural ．dani
larvae　　　　　adults

Family 　Capniidae
　 Eocapnia　ni レalis （U 郎 0）

　Unidentified　 SPP ．
Family 　NCmouridae

　ATemOt‘’
「
a　sp ．

　 N ．　　 sp ．

　 Amphine 〃 ltU
’
a　sp ．

　・4．　　　　　 sp．

　Protonemura　sp ．
Family　Taeniopterigjdae

　 Un 至dentifie〔圭SPP ．
Fa111ily　Peltoper］idae

　／Vogipe〃σ sp．
Family 　Chloroperiidae
　 Al＠ e厂1a　SPP ．
Fan玉ily　Per匡idae

　Pe ’ゾa 　quacli
’
ctta　K ．LAp 入LEK

　P ，　 sp ．

　 α 加 ∫〜asp ．

　ノぐiotina　piCtetti （KLApALEK）
　．κ．　　 sp ，

　C如 ρe 厂〜α ρ奴 βcα KOHNO

Family
．
Perlodidae

　み 曜 厂
’
！aiou ，ade ’Tsis 　O．KAMOTO

　 ∫．　　　 sp ．

八物 ρ副 々 ゆ ρonei ・isis （McLACHLAN ）

183
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　 2

　 1

142
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　 Sawa−dani
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セ ノ ケ イカワケ ラ幼虫の 成長 と成勃

　セ ・ ケ イ ヵ
1
乃 ラ ｝・3 じ・禎翅 R 幼虫 tl・a体数の 勃 腹 化を，瀬 a ’1」て は コ 1 ラ ー1 （25　cm メ 25

cm ）あ ，し り， 東問て は 沈菓 100 枚あ九 りの 乎均 お よひ 最大 。最小1固体数て 示 し に （Flg　3） セ ノ ケ

イ o ソ 々 フ 幼虫数 の 不師 変化を み る と，1］ 月 人か ら 沃第に 多 くな り 1 月を ヒ
ー

ク に して 2 月 木，こ

は は と ん と み ら ｝Lな くな る 易 所晦 こ ば 葉 間 か 最 も多 く，瀬 tこ も右 干 み ら ｝しる もの の 劃 て は 、まと ん

とみ b れ ケ 12 月に ユflUf＊採集された に 1 ぎない 　融 ぐ も沈集 を 含ん た コ トラ
ー

ト中 て ぱ こ れ を含

ま な い 場合 と3rし／ikL こか な り 多 く採集 され CL る こ と か ら 　11 月 k か ら 1 月人 こ ip（」て の セ ノ ケ

イ カ ワ ん
フ 幼 虫 の ｝な 4： 繕易所 は 沈菓中 C あ る と い L る て あ ろ う

　
一

般 に ク ロ ヵ ワ
・

フ Tl（CaPniidae）幼虫 の 碓 は 腹部木扁 ： 1ヨ錘 形 の 突起を もつ こ とか ケIIられ （』

り （川 合， 1962，／973），セ ノ ヶ fフ丿 ワ ケ フ 幼 虫の 雄 て 勹 琶頴 と熟 に ，突起 か 腹「「［S第 9節 の 長 さ と同

響度 に 伸ひ 内護か 十遡 μ；こ な る （Fi92c ），各月 の 拡 集幼虫 を 突起 の 発達秤 1旻に E［
fP，発達 か 者 しい

個 体， 突起 の 有佃 を ば っ き ウ と ｝1］別て きた 伽体，そ L て岨郵 の il」別か 不 明瞭 て も っ   個体，二分 ナt

預幅分イ1亅て 示 した （Flg　4）　突起 の 発 1士の 者 L い Ilr『外は 11　 JM．，こ は 全 くみ られない う ，12」財、と

4

承
5

歪》
蓼 
　置

鷹・
萎呼
・
》

　
票

　后
气
・
　
薑ぐ
ノ
蜘

君

鼕
嚢

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

．
環 糞

，1ilglltii，

崋

藁

ぐ｝

ー
爵

髴
鼕

彗
钁

馨
鞭

舞

耄
函

馨
嚢
彌
艱
範

蠢

耄
鬘

母
簑ゴ
竃

鱗

醤
舞

耄
襲崙

芦生 演 習林 に お け る セ ッ ケ イ カ ワ ゲ ラ Eocapnia　nivalis （U重NG ）

110
£

　 30

鷽
壱

25

茎 20
．塁
ぢ

15

210

Rapid

lL　　 ＿ ：− s ＿

　　　　　　 （3）　　　　　　（7，3）　　　　　　　　（4）　．　　　　　　〔1）　　　　　　　　（2）

　
35
「

　 30｝　　Pool、

翻
融1
　　。
1　　　＿＿一一一

〇
⊥ ＿＿一 　　　　一一一．−L ．．．、＿＿．＿＿」

　　　　　　 （2）　　　　   　　　　　（2＞　　　　 （0）　　　　 （O）

　
35
「

ee’　i°广Leaves．

ll［
鞠

　 　 （0）　 　 　 （1）
Oct．　　　　 Nov．

　 （4）
Dec． ∫an ．

（1）

Feb．
（2）

425

Fig．3．　Numbers　of 　E ．　nii，alis （  ， 園）and 　other 　plecopteran （O ，口）larvae　in　a　quadrat　of

　　25cm 　x 　25　cm 　 at　rapids （upper ）and 　pools（mlddle ＞，　and 　ill　a　sample 　of　1001eaves

　　 acculnulated 　in　the　strean ユs　（iower），　Numbers 　Gf 　 quadrats　 taken 　are 　shown 　in

　　parenthesis　 and 　 the　 vertical　 lines　 represent 左he　 ranges 　 of 　 max ｛mul 皿 and 　 minimum

　　 numbers 　of　individuals．　Squares　 show 　the　 numbers 　 of 　individuals　ill　the　quadrats
　　 con 重ain 量ng 　leaves．
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1 月末噸 幅 0．71  以 上 の 離 に み ら描 ． こ れ ｝こ対 し突起 は 糊 ［！で きる が 未発達 な 個体 b／　！1

月末 か ら ユ2 月末 に か け て み られ， 12 月に は 頭幅約 0．6〜O．7　 mm の 範囲に 分布 して い る．成虫が

12 月末 か ら 2 月末 に か け て 採集 され た こ と，羽 化直前の 個体 が老熟幼虫 （突起 α）発達の 著しい 個

体） と と もに 採集され た こ と ， さ らに 2 月末 に は ほ とん ど幼虫が み られ な くな っ た こ と を考 え あわ

せ る と ， 突起 の 発達 した個俸が終令幼虫 ， 突起 がある こ とが 判 別 できる個
．
体が そ の 前 の 令期に 属す

る とみ な す こ と が で きる で あろ う，一．・
方雌 の 頭幅分布を み る と，頭1順 0．75rnm 以 上 と O．6〜0．7

mm の 二 つ の 山 が み られ る が，雄 と の 対応 か らそれ ぞれ 終令幼 虫 とそ の 前 の 令 と考 え られ る．終令
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Fig．4．　Seasonal　 change 　of 　the 　head−withdth 　distribution　of 　E．　nivalis 　larvae．　SGlid　and
　　hatched　bars　indicate　the　sex・determined　larvae，　and 　open 　bars　the　sex・u且dete  ined
　　。nes・ Solid　bars　show 　the　larvae　with 　a　wel1−developedi　process．

とそ の 前令 の 幼虫 の 頭幅の 比 は 雌雄共 ほ ぼ 1．25 と な る の で こ の 比 お よび 頭幅分布か ら判断す る と

各月の 令構成 は 11 月末に は 終令 の ほ ぼ 3 令前か ら前令ま で ， 12 月末に は終令 の 2 令前か ら終令

まで の 幼虫か らな り一部羽化を開始す る，そ して 1月末に は ほ とん どの 幼虫が 終傘 に 達 して 2 月 末

ま で に 羽化を ほ ぼ 完了す る とみ なす こ とが で きる で あろ う，

　調査時 の 平均水温 は 10 月末 10°C，11 月末 7℃
，
12 月末 4DC， 1 月末 3℃

，
2 月末 4℃ で あり，

幼 虫 の 成長 は 水温 の 低下 と同時 に進行 し ， 終令幼虫へ の 移行 と 羽 化 は ほ ぼ 水 温 4℃ 前 後で 行わ れ

て い る．こ の よ うな低温 で幼虫の 成長と成熟が進行す る こ とは，本種の 大きな特微である．本種 と

近縁 の 属で あ る Allocapnia の 数種 に つ い て は ， 成長が夏期に は抑鋼 され ， 水温 の 低下 と共 に 促進

され て 羽化 に 至 る こ とが知 られ て い る （Ross ，
1948）が ， セ ッ ケ イ カ ワ ゲ ラ に つ い て も同様 の こ と

が起 ぎて い る可能性 が あ る．
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　　　　　　　　　　　　　 セ ッ ケ イカワゲラの羽化 と成虫の形態

　成虫 と終令幼虫 の 頭幅に は 大きな差 は な く， 成虫雌 は 雄 よ り僅 か に 大きい （Tab 里e　2）が ， 上 野

（1929）に よ る高山轌 渓上 に み られ る腫 の 記載 ， 体長 ♂9．5 正  ，♀10mm
， 触骸 ♂5．5mm ，

　　　　　Table　2，　 Size　of 　Eoeapnia　nivalis（UENo ）洫 the　Ashu　Experinユental 　Forest，
　　　　　　　　　Kyoto　prefecture（Mean 　and 　95　percent　confidence 　interval）
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拿65nam ，尾毛長 ♂45   1，孚油 n と比較す る とは るか に 小さ く緬 0％ 鍍 で あ る．また，小

松 （1972）帳 野黝 山筋 で 嫉 した、成蝶 の 体長 は 8   で 靭 ，蜘 （1948）の結 で は 体

長 6〜8m 皿 と さ れて お り，成虫 の 大きさに は か な りの 地域差が あ る よ うで あ る．

　成虫 の 頭幅は 季簾的に 小さ くな る傾向が雌雄共に 認め られ る （Fig．5）．さ らに 各 月 の 頭 幅分布 を

み る と， 蠣 0．9   以上 媚 勧 占め 赭 1合灘 繊 12 月末筋 2   こ紺 て尠 して 助

（Fig．　C），
こ の 傾向は終令幼虫に お い て も認 め られ る （Fig。4，5）． これ は ， 11 月末か ら 12月に か

け て 終令 へ の 移行 を 開始 した 幼虫が，良 く成 長 した 個 体ほ ど早 く羽化す る傾向 に あ る こ とを 示 し て

い る．実際頭幅だ け で な く， 成虫 の 触角節数お よ び毘毛節数に つ い て も，12 月末か ら 2 月末に か

け て減少が認め られ る （Fig．5）．

セ ッ ケイカ ワ ゲ ラ成虫の 活動

2 月 27 日枕谷お よび 3月 2〜3 日須後 の 由良丿「i， 内杉谷膚岸に お け る成虫の 雪上 で の 活動を 経
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黼 に 樋 とt　 t・・：とん ど鯛 体 は 日中曝 集され，日齦 に 櫞 隷 た の は 3 月 3 納 杉谷蝋 。

お い て蹴 雌 膕 体だ け で あ る （F三9・・7，8）．活動時 の 温度 は 気温 が 一4・C か ら 10℃ ，塑 は
一3℃ か ら 1℃ で あ っ た． また 日の 出直前 の 気温が 一6℃ ま で 下 が っ た 2 月 27 日 と 3 月 3 日に

は ， 雪上 で の 活動が 日 の 出の 2〜3 時間後 か らみ られ た の に 対 し ， 零下に僅 か しか下がらなか っ た
2 日に は 日 の 出直後か ら活動が 認 め られた，さらに，夜間の 気温 ， 雪温が共 に 零下 に な らなか

っ た
3 日夜 は 日没 の 4時間後 に 1個体採集 された．従 っ て ，成虫の 雪上 で の 活動は 主に 日中行わ れ る

が ， 活動時間 は 気温，雪 温 に 依存す る よ うで あ る，一方日照 の 有無に対する強 い 依存性は 認 め られ

な か っ た．

　成虫の 雪上 で の活動 は 気温 一4℃ で み られ るが ， セ ッ ケ イ カ ワ ゲ ラ モ ドキ Allocapnia　inonticola
KAWAI の 雪上 の 活動温度が ほ ぼ 一1°C 以上 （小松 ，

　 1972）で あるの と比較す る と ， 本種 の 方が よ

り低温で も活動す る よ うで あ る．

　成虫 が採集され た 場所 は雪上 が大部分 で あ っ た が， 一部 （6 ♂♂ 4 ♀？）幼虫 と同時に 河床 の 沈葉
中 胆 し麒 の 上部 は 多 く嬲 合緬 上 1・ 黜 して い る）で 採集紘 州か ら 2・m ほ ど離繰 樹
皮面 7 露出土 上 に お い て も数個採集 され た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　 要 　　　　　約

京翻 下芦生演翫 ｝・ 紺 る セ ・ ケ イ カ ・ ゲ ・ E・ cqp ・ia　irii・，alis （U ・E・・）碓 騾 に つ い て ，

ヱ973ap 　10 月か ら ヱ974年 3月に か け て 調 査 した ，
1・ セ ・ ケ イ 加 ゲ ラ 働 虫蹴 谷 瓢 び 沢谷 に おい て 減 虫が枕谷臨 い て 採集 さnt ：．
2・ セ

・ ケ 勒 ワ ゲ ラ 幼虫 は 11・n か ら 2 月に か け て 主繭 床の 沈葉中に すみ ， 水温 4℃ 前後 の 12
月 に は 終令へ の 移行 と羽化を開始 し，2 月末 ま で に ほ ぼ 羽 化 を 完了する．
3・ セ ・ ケ ィ カ ワ ゲ 減 虫 の 覊 照 2 月力・ら 2El ＝ か け て 小型化す る ヵ

・
1， ・ れ醸 く賑 し嬾

体が 早 く羽化す る た め で あ ろ うと考え られ る，
4・ セ ・ ケ 勅 ワ ゲ 城 虫鱈 ．辷で 唖 動は 気温 tk9・− 4・c 以上 吐 き主 に 日中1。 認め ・・

。 、itる、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　 献

藤 「嫁 慰 Fu」亙YAM ・・ 1・）・1948・雪蠕 ，髏 冬 硯 蛙 さ ぐ る 噺 昆 虫 ， 1 （9）、7．10．
川 合 鰍 （K ・WAI

・
　T・）・1956・京瀚 上 宇 川 村 の 雲 の 上 の カ ・ ゲ ラ 数種．融 ，

24 、． 144．
　 　 　 　 ユ962，
　　　　　　　 績 翅 目・「水 生 昆蝉 」 （潮 鶴 編 ）， PP．71−95，北離 ， 東 京，
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